
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 367号 
2026年 2月 1日 

豊見城市立伊良波小学校   教諭 赤嶺 愛 

     指導講師：琉球大学 教授 吉田 悦治 

＜図画工作＞ 

夢中になって思考・協働し、表現する児童の育成 
～個人内評価の高まりを目指した造形遊びをする活動を通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

南風原町立北丘小学校    教諭 儀間 盛顕 

指導講師：琉球大学 講師 松浦 稜 

＜体育＞ 

体育科における 

内発的動機づけを高める協働的な学びの実現 
～アダプテーションゲームとＩＣＴの効果的な活用を通して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育研究所だより 東雲 ２月 
２月の主な予定 

２ 月 教育相談～2/5（しののめ） 

５ 木 スタッフ会議（しののめ） 

６ 金 島尻教育ＤＸ推進協力校実践授業研究会 

９ 月 琉球大学連携推進会議 

10 火 所内検討会 

12 木 
先進校視察研修～2/14 

沖縄教育支援センター等担当者連絡会 

13 金 教育委員会 

16 月 指導講師検討会(まとめ・プレゼン)～2/20 

17 火 所外研修「沖縄職業能力開発大学校見学」 

18 水 
ヒアリング（まとめ・プレゼン） 

令和８年度長期研究員選考委員会 

19 木 
島尻地区支援教室合同体育(しののめ) 

スタッフ会議（しののめ） 

20 金 しののめ感謝祭（しののめ） 

25 水 沖縄女子短期大学連携推進会議 

27 金 所内検討会（まとめ・プレゼン） 

 

 1月は後期研究員による検証授業を実施しました。

積み重ねてきた研究を現場で実践し、研究会にて協議

しました。2月はこれまでのプロセスを振り返って考

察し、今回の成果と次への課題をまとめていきます。 

 沖縄女子短期大学にて、教育・保育を学ぶ学生と研究

員との交流を行いました。教職・保育教諭を志す学生た

ちが抱える不安や疑問を共有し、研 

究員は現場の先輩として教育・保育 

の魅力を伝えていました。学生の皆 

さんが新たな一歩を安心して踏み出 

すための有意義な時間となりました。 

島尻地区の幼児教育に関する情報交換会を行いました。各市町の今

年度の取組を紹介し合い、次年度以降の保育充実を図っていきます。

５歳児までの育ちを大事にした学校教育について語り合いました。 

検 証 授 業 

島尻はひとつの会

沖縄女子短期大学生との交流 

【糸満】計画訪問を実施し、当該園へのフィードバックを行っている。これからは、当該園のみでなく市園全体

への良さを発信することで、保育の視点や子どもへの関わりの共通認識を持ちたい。 

【豊見城】各園や運動公園を活用した園交流、小学校が代休のときに体育館を借用し体育館で園交流など、結節園

を中心にした園交流が充実している。各校区で架け橋期カリキュラムの作成を行っている。 

【八重瀬】アドバイザーが園訪問の際に、環境構成の意識を伝え、保育改善につなげている。校長を中心にしたチ

ーム会議で、幼小接続(スタカリ)の視点から単元を見通した授業改善を行っている。 

【南城】幼保小連携に関する研修・質の向上に関する研修の充実を図っている。スタカリが小１のみにならない

ように小学校全体で取り組みたい。 

【与那原】公立２幼稚園が結節園となり町内保育所や小学校と交流している。園外の関係者が、公開保育だけでな

く協議会にも参加してもらえるように工夫し、保育の質向上に繋げていきたい。 

【南風原】４園研修の保育参観には地域保育所の方も交え、町全体で子どもを見守っている。園児が小学校を訪

ね、場所に慣れ、先生方と顔見知りになる経験を日頃から行っている。 


